
 
 

高齢者対策「エコの環」 

認定 NPO 法人ブルーシー阿蘇 ○松森豊己 

１．活動方針・目的 

天橋立の内海阿蘇海の環境修復 

 

２．活動内容 

超高齢社会に向かう中、高齢者が地域で元気に頑張れる仕組みとして、生ごみの発酵

処理→野菜の栽培→野菜の販売・加工処理とつながる「エコの環」作りを進めている。

一方で生ごみの発酵材に発酵促進に最適な粘土、ゼオライトを使用し、その需要量が伸

びた段階で阿蘇海のへどろから合成し、阿蘇海の環境修復につなげたい。 

 

３．他の活動団体の参考となる事例 

最初は各家庭・業者による生ごみの発酵処理→専業農家で野菜の栽培→生ごみ処理協

力者へ安価販売とつながる「エコの環」を考えた。しかし処理の個人差が大きかったり、

長続きしなかったり、また、専業農家では無農薬栽培が難しかったりなどの問題があっ

た。そんなとき地域で多くの高齢者が余暇に農業に取り組む姿が目に留まり、高齢者に

よる「エコの環」づくりを始めた。余暇の農業が新たな収入源になり、6 次産業への発

展性も秘める「エコの環」は、大きな高齢者対策になると考える。 

 

４．今後の課題等 

いまは京都府のソーシャル・ビジネスプログラムの支援を受けているが、喫緊の課題

は「エコの環」の自立である。そのためには少なくとも野菜の販売額を現状の 2 倍にす

る必要がある。「エコの環」野菜は栄養価が高く、甘くておいしいことは間違いなく、こ

うした特徴をいかに多くの人に知ってもらうかが当面の課題で、いまは京都府との協同

事業、ちーたびという周知活動と食育に力を注いでいる。 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


